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9月24日～9月30日は、結核予防週間です！

◆ どんな病気？

結核は、結核菌による感染症です。患者が咳やくしゃみなどをした時に出るしぶきと

一緒に菌が空気中に飛び散り、それを吸い込むことで感染します（空気感染）。

発病するのは感染者のうちの２割程度で、免疫の働きによって症状が出ない方もいます。

しかし、病気などで免疫力が落ちると結核菌が再び活動をはじめ、発病することがあります。

発病すると、咳や痰、微熱など風邪のような症状が出ます。肺以外に、全身に症状が出る

こともあります。結核と診断されても、一定期間きちんと薬を飲み続ければ治ります。

◆ 早期発見・早期治療が重要です！

咳や痰、微熱、体のだるさが続く場合には、結核を疑って医療機関を

受診する。

事業所、学校、施設などで実施される結核健康診断（胸部レントゲン

検査）を受ける。

65歳以上の方は、年に１回の健康診断が義務付けられており、

市町村で無料で受診できるので、必ず受ける。

★ 詳しい情報はこちら（結核について）→ http://www.pref.gunma.jp/02/p07600026.html
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◆ 患者発生の状況

群馬県では、令和3年（2021年）

に123人の患者が新たに登録されま

した。

年齢別では、70歳以上の高齢者が

6割近くを占め、依然と高い傾向に

あります。

令和3年（2021年）に日本は初め

て結核低まん延の水準※を達成しま

した。しかし、今後の動向も注視し

ていく必要があります。

私が結核？って思いました。
早く分かったので、今はこうして笑っていられます。

令和4年度の標語（厚生労働省）

※人口10万人あたりの新登録患者10人以下
（群馬県は平成27年（2015年）に水準を
達成しています。）


